
日
に
本
ほ ん
語
ご
国
こ く
際
さ い
センター　事

じ
業
ぎょう
化
か
開
か い
発
は つ
チーム

　2013年
ねん

9月
がつ

、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

は『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』入
にゅう

門
もん

（A1）を出
しゅっ

版
ぱん

しました。これは、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が2010年
ねん

に発
はっ

表
ぴょう

した「JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード」に準
じゅん

拠
きょ

した日
に

本
ほん

語
ご

コースブックです。

　『まるごと日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』という題
だい

名
めい

には、リアルなコミュニケーションを「まるごと」、日
に

本
ほん

人
じん

のありのままの生
せい

活
かつ

や

文
ぶん

化
か

を「まるごと」、ことばと文
ぶん

化
か

を別
べつべ々つ

にではなく「まるごと」学
まな

ぶことができるように、という思
おも

いが込
こ

められています。

　ここでは、これら３つの「まるごと」がぎっしりと詰
つ

まった本
ほん

書
しょ

について紹
しょう

介
かい

します。

● JF 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード準
じゅん

拠
きょ

コースブック

　JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード（以
い

下
か

、JFスタンダード）は、ヨーロッパの言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

の基
き

盤
ばん

であるCEFR※の考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて国
こ

際
くさい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が開
かい

発
はつ

した、日
に

本
ほん

語
ご

の教
おし

え方
かた

、学
まな

び方
かた

、学
がく

習
しゅう

成
せい

果
か

の評
ひょう

価
か

の仕
し

方
かた

を考
かんが

えるためのツールです。日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

ってどんなことができる

かという「課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

」の向
こう

上
じょう

と、さまざまな文
ぶん

化
か

に触
ふ

れることで視
し

野
や

を広
ひろ

げ、いかに他
た

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

し尊
そん

重
ちょう

するかという「異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

能
のう

力
りょく

」の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

しています。

　『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』シリーズは、このJFスタンダードの考
かんが

え方
かた

をかたちにした日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

です。

・「課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

」＝日
に

本
ほん

語
ご

でできること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A1：友
ゆう

人
じん

や近
きん

所
じょ

の人
ひと

と、時
じ

間
かん

帯
たい

に合
あ

った基
き

本
ほん

的
てき

な挨
あい

拶
さつ

を交
か

わすことができる。

A2：友
ゆう

人
じん

の家
いえ

で、友
ゆう

人
じん

の家
か

族
ぞく

などと基
き

本
ほん

的
てき

な挨
あい

拶
さつ

をし、自
じ

分
ぶん

の近
きん

況
きょう

などについて、短
みじか

い簡
かん

単
たん

な言
こと

葉
ば

で話
はな

すことができる。

B1：友
ゆう

人
じん

の家
いえ

で、友
ゆう

人
じん

の家
か

族
ぞく

などと、自
じ

分
ぶん

の近
きん

況
きょう

などについて、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちもまじえて話
はな

すことができる。

B2：友
ゆう

人
じん

や同
どう

僚
りょう

と、人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

や仕
し

事
ごと

などについての愚
ぐ

痴
ち

や不
ふ

満
まん

、満
まん

足
ぞく

していることなどを、自
じ

分
ぶん

にとって重
じゅう

要
よう

な点
てん

を強
きょう

調
ちょう

し

ながら話
はな

すことができる。

（JFCan-doより）

・「異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

能
のう

力
りょく

」＝異
い

文
ぶん

化
か

を学
まな

び、自
じ

文
ぶん

化
か

をふりかえる
　JFスタンダードでは、国

こく
際
さい

相
そう

互
ご

理
り

解
かい

を深
ふか

めるためには、言
こと

葉
ば

だけでなく文
ぶん

化
か

もあわせて学
まな

ぶことが重
じゅう

要
よう

としています。異
い

文
ぶん

化
か

に親
した

しむだけでなく、自
じ

文
ぶん

化
か

をふりかえる視
し

点
てん

を養
やしな

うことも目
め

指
ざ

しています。

　『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』では、各
かく

トピックで多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

背
はい

景
けい

を持
も

つ人
ひとび々と

が日
に

本
ほん

語
ご

で交
こう

流
りゅう

する場
ば

面
めん

を設
せっ

定
てい

しています。それ

ぞれの場
ば

面
めん

で話
はな

される自
し

然
ぜん

な会
かい

話
わ

をたくさん聞
き

くこと、写
しゃ

真
しん

やイラストを見
み

ることを通
とお

して、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

のさまざまな側
そく

面
めん

をそのまま

身
み

近
ぢか

に感
かん

じとれるように考
かんが

えました。

　JF スタンダードでは、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

について、「A1」から「C2」

までの 6 レベルの日
に

本
ほん

語
ご

の熟
じゅく

達
たつ

度
ど

で説
せつ

明
めい

しています。各
かく

レベル

では「日
に

本
ほん

語
ご

で何
なに

がどのくらいできるのか」について、「～する

ことができる」という文
ぶん

（「Can-do」）によって示
しめ

しています。

たとえば、「社
しゃ

交
こう

的
てき

なやりとりをする」という言
げん

語
ご

活
かつ

動
どう

であれば、

各
かく

レベルについて次
つぎ

のような「Can-do」があります。

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
ニュース

JF日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード準

じゅん
拠
きょ
コースブック

『まるごと　日
に
本
ほん
のことばと文

ぶん
化
か
』入

にゅう
門
もん
（A1）を出

しゅっ
版
ぱん
しました！
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●『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』の特
とく

徴
ちょう

・「入
にゅう

門
もん

（A1）」とは

　今
こん

回
かい

、出
しゅっ

版
ぱん

した『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』入
にゅう

門
もん

（A1）は、このJFスタンダードで示
しめ

す6段
だん

階
かい

のなかの最
さい

初
しょ

のレベルを学
まな

ぶ

ためのものです。全
ぜん

18課
か

で、9つのトピックがあり、1課
か

あたり90～120分
ぷん

で学
がく

習
しゅう

できるように考
かんが

えてあります。

・写
しゃ

真
しん

やイラスト満
まん

載
さい

、全
ぜん

ページフルカラー

　見
み

て楽
たの

しい、学
まな

んでさらに楽
たの

しい教
きょう

材
ざい

となるように、全
ぜん

ページフルカラーで、写
しゃ

真
しん

やイラストを豊
ほう

富
ふ

に掲
けい

載
さい

しています。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

日
に

本
ほん

にいなくても、日
に

本
ほん

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を感
かん

じられるようになっています。

・「かつどう」と「りかい」
　本

ほん
書
しょ

は「かつどう」と「りかい」の2つの主
しゅ

教
きょう

材
ざい

があります。

・公
こう

式
しき

ポータルページ

本
ほん
書
しょ
の詳

しょう
細
さい
は、「本

ほん
ばこ」（2013年

ねん
9月
がつ
30日

にち
更
こう
新
しん
）でも紹

しょう
介
かい
しています。

●購
こう

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

　日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

を扱
あつか

う書
しょ

店
てん

、各
かく

オンライン書
しょ

店
てん

よりお買
か

い求
もと

めいただけます。

　日
に

本
ほん

国
こく

外
がい

：各
かく

オンライン書
しょ

店
てん

、日
にっ

系
けい

書
しょ

店
てん

（紀
き

伊
の

國
くに

屋
や

書
しょ

店
てん

、丸
まる

善
ぜん

書
しょ

店
てん

など）でお買
か

い求
もと

めいただけます。

かつどう　第
だい

16 課
か

「これ、ください」

　本
ほん

書
しょ

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

は、こちらの公
こう

式
しき

ポータルページ（http://marugoto.org/）で発
はっ

信
しん

していきます。教
きょう

師
し

用
よう

リソース、音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

も無
む

料
りょう

で利
り

用
よう

することができます（一
いち

部
ぶ

、ユー

ザー登
とう

録
ろく

が必
ひつ

要
よう

。ただし登
とう

録
ろく

は無
む

料
りょう

）。

　出
しゅっ

版
ぱん

元
もと

である株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

三
さん

修
しゅう

社
しゃ

への注
ちゅう

文
もん

や販
はん

売
ばい

情
じょう

報
ほう

なども含
ふく

めた、関
かん

連
れん

サイトへのリ

ンクもあります。ぜひご覧
らん

ください。

りかい　第
だい

16 課
か

「これ、ください」

　「かつどう」では、聞
き

いて話
はな

す、読
よ

んで書
か

くという「活
かつ

動
どう

」

に焦
しょう

点
てん

を当
あ

てた学
がく

習
しゅう

をします。一
いっ

方
ぽう

、「りかい」では、文
も

字
じ

や

文
ぶん

法
ぽう

など言
げん

語
ご

項
こう

目
もく

の「理
り

解
かい

」に焦
しょう

点
てん

を当
あ

てた学
がく

習
しゅう

をします。「か

つどう」と「りかい」を組
く

み合
あ

わせて学
がく

習
しゅう

することも、それ

ぞれを単
たん

独
どく

で学
がく

習
しゅう

することも可
か

能
のう

です。
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●『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』を用
もち

いた「JF 講
こう

座
ざ

」

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

では、海
かい

外
がい

拠
きょ

点
てん

等
とう

で実
じっ

施
し

している「JF講
こう

座
ざ

」（http://www.jpf.go.jp/j/japanese/jf/index.html）において、本
ほん

書
しょ

をコー

スブックとして使
し

用
よう

しています。これまで本
ほん

書
しょ

の本
ほん

書
しょ

試
し

用
よう

版
ばん

で授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

っていた各
かっ

国
こく

・地
ち

域
いき

のJF講
こう

座
ざ

講
こう

師
し

からは「音
おん

声
せい

のインプット

が多
おお

いので、以
い

前
ぜん

の教
きょう

科
か

書
しょ

で指
し

導
どう

していた時
とき

よりも発
はつ

音
おん

がよくなった」、「聴
ちょう

解
かい

活
かつ

動
どう

が豊
ほう

富
ふ

なので、聴
ちょう

解
かい

能
のう

力
りょく

が伸
の

びた」、「入
にゅう

門
もん

の始
はじ

め

から文
ぶん

脈
みゃく

のある自
し

然
ぜん

な会
かい

話
わ

を聞
き

かせるので、文
ぶん

脈
みゃく

から推
すい

測
そく

することが上
じょう

手
ず

になる」、「写
しゃ

真
しん

やイラストが豊
ほう

富
ふ

。取
と

り上
あ

げているテーマ

が日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

に関
かか

わることなので興
きょう

味
み

を持
も

って学
がく

習
しゅう

に取
と

り組
く

める」、「ペアやグループによる活
かつ

動
どう

が多
おお

いのでクラスの雰
ふん

囲
い

気
き

がよくなっ

た」といった感
かん

想
そう

がありました。本
ほん

書
しょ

をコースブックとしたJF講
こう

座
ざ

に大
おお

きな期
き

待
たい

が寄
よ

せられています。

『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』についてのお問
と

い合
あ

わせはこちら（marugoto@jpf.go.jp）までお願
ねが

いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※CEFRとは「Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment」の略
りゃく

称
しょう

。CEFRはヨーロッ

パの言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

・学
がく

習
しゅう

の場
ば

で共
きょう

有
ゆう

される枠
わく

組
ぐ

みで、2001年
ねん

に発
はっ

表
ぴょう

されて以
い

来
らい

、ヨーロッパのみならず世
せ

界
かい

の各
かく

言
げん

語
ご

で利
り

用
よう

されている。

ウズベキスタン日
に

本
ほん

人
じん

材
ざい

開
かい

発
はつ

センターでの授
じゅ

業
ぎょう

サンパウロ日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センターでの授
じゅ

業
ぎょう

バンコク日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センターでの授
じゅ

業
ぎょう


